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＜病棟連絡事項＞
　・電話の予備のお金（10円玉）は、買い物カード引き出しに保管しています。

＜東病棟入室状況＞
【入院】
・伊藤　茂義様～Dユニット19号室

【転出】
・大久保　和子様～Cユニット5号室→南病棟A121号室
・小笠原　大雄様～Aユニット13号室→西病棟Bユニット28号室

【ユニット移動】
・清水目　忠男様～Cユニット→合併症室

＜患者様連絡事項＞
・村上　フジヱ様～粥（普通盛）・キザミ→粥（ハーフ）・キザミに変更。

・上川原　豊様～5月分入院証明書依頼済み。5/12（金）まで外出申請中。
・江刺家　惠子様～転院調整先八戸市民病院へ変更。家族連絡済。
・伊藤　茂義様～不穏、興奮状態持続時Aユニットへユニット移動可の指示有り。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察実施。午前午後1時間ずつ開放観察実施。開放中は迷惑行為があり、早めに開放観察終了している。施錠中は静穏で経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前午後2時間ずつ開放観察実施。開放中、自室で書き物をして過ごす。午後施錠後、ドア蹴りあり。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・鈴木　達也様～午前午後2時間ずつの開放観察実施。不穏・興奮なく静穏に過ごされる。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・久慈　邦夫様～酸素飽和度は酸素徐々に減量し現在1ℓにて97％以上は維持。他バイタルサインも特変なし。食事は全量摂取し、服薬の拒否もなし。

＜深澤Dr診察＞
・藤井　崇史様～処方変更無し。

・飯田　修子様～処方変更無し。

・澤口　利香様～処方変更無し。

・滝上　八重子様～処方変更無し。

・上川原　豊様～処方変更無し。

＜小栁Dr診察＞
・小川　雄二様～メトグルコのみ継続。その他7日分同一処方。

・江刺家惠子様～フルニトラゼパム、ツムラ排膿散及湯エキス顆粒のみ切り中止。

・城前　実様～処方変更無し。

・春山　明子様～退院支援進めていく。

[bookmark: _GoBack]・春山　知範様～高血圧ありアムロジピンＯＤ錠５ｍｇ「ケミファ」7日分処方。不眠時頓服対応指示。


＜新入院患者様情報①＞
　日　　時：令和5年4月26日　13:44
　氏　　名：伊藤　茂義（いとう　しげよし）様
　生年月日：昭和26年11月21日　71歳
　病　　名：アルコール依存症・認知症疑い
　性　　別：男性
　主 治 医：村上Dr.
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Dユニット
　
　＜経過＞
　 H20年12月より糖尿病で９９クリニックに通院中。4/15腎機能・肝機能低下により、アルコール摂取について指摘。命に関わると言われ、本人受診を受諾。アルコールは生活の中で楽しみであり止めれるかは自身がないが辞めないとならないと話している。23才より機会飲酒を始め、現在は1.8ℓの焼酎/3日　昼夜問わず飲酒し、食事はつまみ程度。受診日やヘルパー訪問日、デイサービス日を忘れてしまうことも増え、ケアマネの説明にも何度も同じことを繰り返し聞いたり、理解出来ないことが目立つようになっている。自身も物忘れの自覚はあり、最近では携帯電話を紛失。自宅とは離れた類家で発見されているが、行った覚えがないとの事。習慣として毎日新聞を3紙購読している。書き物はできメモはするものの後々理解が出来ない様子がみられている。飲酒をしていない時は穏やかな性格。弟様より入院治療希望あり。
　　R5.4.26専門治療・環境調整目的にて、東病棟　へ任意入院となる。

